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LEDの急激な性能向上から、LEDをヘッドランプ光源として使用する試みが始められている。本研究
ではLEDをヘッドランプ光源として使用した場合の対向車両ドライバーに及ぼすグレアの影響と交通標
識に使用されている再帰反射材の演色性について試験を行った。これら２つの問題に関して、LED光源
による影響をタングステン-
ハロゲン光源がHIDに置き換えられた時の特性変化と比較した。特にグレアの影響を７種類のLED（ヘ
ッドランプ光源として開発されたもの）の色度と現行の17種類のHIDヘッドランプ色度とを比較し、
評価を行った。同様に演色性に関してもLEDを使用した場合の再帰反射材(46種類)の色度とHIDを使用
した場合とで比較を行った。

　現時点でヘッドランプ用として開発されているLEDに関しての調査結果を下記に示す。

( 1 )

16.  Abstract

測定したLEDを使用した場合、HIDと比較する不快とグレアが増加するものと思われる。ハロゲン
と比較した場合ではグレアは更に増加するものと思われる。これらの問題を最小限にする為には、
可能な限り色温度を低く保つことである。しかし配光特性と不快グレアとの関係は完全には解明で
きていない。今後この問題に関してより踏み込んだ研究が必要となる。

( 2 )

 

試験を行ったLEDヘッドランプの演色性に関しては許容できる範囲である。

( 3 )

 

LEDヘッドランプの配光特性は色付き再帰反射材の輝度に関して大きな影響は及ぼさない。 
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